
(57)【要約】

【課題】　表示装置に表示された所定の画像を視認可能

とするとともに、ホールの従業員等による拭き取り作業

を必要とせずに、付着した汚れ等を除去することができ

る遊技盤を備えた遊技機を提供する。

【解決手段】　遊技球が流下する遊技領域を有する遊技

盤と、遊技盤の裏面側に設けられた表示装置とを備えた

遊技機において、遊技盤が、所定の透明性を有する第１

の合成樹脂によって形成された基盤と、光触媒物質によ

って形成され、所定の透明性を有する薄膜層とによって

構成されていることを要旨とする。

【選択図】　図６
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 遊 技 球 が 流 下 す る 遊 技 領 域 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 該 遊 技 盤 の 裏 面 側 に 設 け ら れ た 表 示 装 置
と を 備 え た 遊 技 機 で あ っ て 、
　 前 記 遊 技 盤 は 、
　 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 第 １ の 合 成 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ た 基 盤 と 、
　 光 触 媒 物 質 に よ っ て 形 成 さ れ 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 薄 膜 層 と に よ っ て 構 成 さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 遊 技 機 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 光 触 媒 物 質 は 、 酸 化 チ タ ン に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記
載 の 遊 技 機 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 第 １ の 合 成 樹 脂 は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 遊 技 機 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遊 技 球 が 流 下 す る 遊 技 領 域 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 該 遊 技 盤 の 裏 面 側 に 設 け ら れ
た 表 示 装 置 と を 備 え た 遊 技 機 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 遊 技 球 が 流 下 す る 遊 技 領 域 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 遊 技 領 域 に 遊 技 球 を 発 射 さ せ る た
め の 発 射 ハ ン ド ル と を 備 え た 遊 技 機 が 知 ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の よ う な 遊 技 機 は 、 遊 技 者 が 発 射 ハ ン ド ル を 操 作 す る （ 回 転 さ せ る ） こ と に よ っ て 、
遊 技 球 が 遊 技 領 域 に 発 射 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 遊 技 機 は 、 遊 技 領 域 に 発 射
さ れ た 遊 技 球 が 所 定 の 入 賞 口 （ 始 動 口 や 大 入 賞 口 ） に 入 球 す る こ と に よ っ て 、 所 定 数 の 遊
技 球 が 賞 球 と し て 払 い 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 述 し た 遊 技 機 に 備 え ら れ た 発 射 ハ ン ド ル は 、 遊 技 者 に よ っ て 操 作 さ れ る も の で あ る た
め 、 遊 技 者 の 手 垢 や タ バ コ の ヤ ニ な ど に よ っ て 汚 れ 等 が 発 射 ハ ン ド ル に 付 着 す る 。 従 っ て
、 発 射 ハ ン ド ル を 清 潔 に 保 つ た め に 、 発 射 ハ ン ド ル に 付 着 し た 汚 れ 等 を 除 去 す る 必 要 が あ
る が 、 ホ ー ル に は 多 数 の 遊 技 機 が 設 置 さ れ て い る た め 、 ホ ー ル の 従 業 員 等 が 発 射 ハ ン ド ル
に 付 着 し た 汚 れ 等 を 拭 き 取 ろ う と す る と 、 こ の 拭 き 取 り 作 業 に 必 要 な 作 業 量 が 多 大 な も の
と な る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 、 ホ ー ル の 従 業 員 等 に よ る 拭 き 取 り 作 業 を 必 要 と せ ず に 、 発 射 ハ ン ド ル に 付 着 し
た 汚 れ 等 を 除 去 す る 方 法 と し て 、 光 触 媒 性 物 質 に よ っ て 形 成 さ れ た 層 に よ っ て 発 射 ハ ン ド
ル を コ ー テ ィ ン グ す る 方 法 が 考 え ら れ た （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ０ － １ ８ ５ １ ３ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 と こ ろ で 、 近 年 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 該 遊 技 盤 の 裏 面 側 に 設 け ら れ た 表 示
装 置 と を 備 え た 遊 技 機 が 知 ら れ て い る 。 こ の 遊 技 機 に お い て は 、 遊 技 盤 が 所 定 の 透 明 性 を
有 す る た め 、 遊 技 盤 の 裏 面 側 に 大 き な 表 示 装 置 を 設 け る こ と が 可 能 で あ る 。 従 っ て 、 こ の
遊 技 機 は 、 大 き な 表 示 装 置 に 所 定 の 画 像 （ 識 別 情 報 の 可 変 表 示 や 演 出 画 像 ） を 表 示 す る こ
と に よ っ て 、 遊 技 の 興 趣 の 向 上 を 図 っ て い る 。
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【 ０ ０ ０ ７ 】
　 一 方 、 こ の 遊 技 機 は 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 遊 技 盤 を 介 し て 、 表 示 装 置 に 表 示 さ れ た 所
定 の 画 像 を 遊 技 者 が 視 認 で き る よ う に 構 成 さ れ て い る た め 、 遊 技 盤 に 汚 れ 等 が 付 着 す る と
、 表 示 装 置 に 表 示 さ れ た 所 定 の 画 像 を 視 認 す る こ と が 困 難 と な る 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 従 っ て 、 遊 技 盤 に 付 着 し た 汚 れ 等 を 除 去 す る 必 要 が あ る が 、 ホ ー ル に は 多 数 の 遊 技 機 が
設 置 さ れ て い る た め 、 ホ ー ル の 従 業 員 等 が 遊 技 盤 に 付 着 し た 汚 れ 等 を 拭 き 取 ろ う と す る と
、 こ の 拭 き 取 り 作 業 に 必 要 な 作 業 量 が 多 大 な も の と な る と い う 問 題 が あ っ た 。 ま た 、 上 述
し た 光 触 媒 性 物 質 は 非 透 明 な 物 質 で あ る た め 、 該 光 触 媒 性 物 質 に よ っ て 形 成 さ れ た 層 を 遊
技 盤 に 形 成 す る と 、 遊 技 盤 を 介 し て 表 示 装 置 に 表 示 さ れ た 所 定 の 画 像 を 視 認 す る こ と が で
き な く な る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 は 、 上 述 の 問 題 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 表 示 装 置 に 表 示
さ れ た 所 定 の 画 像 を 視 認 可 能 と す る と と も に 、 ホ ー ル の 従 業 員 等 に よ る 拭 き 取 り 作 業 を 必
要 と せ ず に 、 付 着 し た 汚 れ 等 を 除 去 す る こ と が で き る 遊 技 盤 を 備 え た 遊 技 機 を 提 供 す る こ
と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 は 、 遊 技 球 が 流 下 す る 遊 技 領 域 を 有 す る 遊 技 盤 と 、 遊 技 盤 の 裏 面 側
に 設 け ら れ た 表 示 装 置 と を 備 え た 遊 技 機 に お い て 、 遊 技 盤 が 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 第 １
の 合 成 樹 脂 に よ っ て 形 成 さ れ た 基 盤 と 、 光 触 媒 物 質 に よ っ て 形 成 さ れ 、 所 定 の 透 明 性 を 有
す る 薄 膜 層 と に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 か か る 特 徴 に よ れ ば 、 薄 膜 層 が 、 光 触 媒 物 質 に よ っ て 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 遊 技
盤 は 、 ホ ー ル の 従 業 員 等 に よ る 拭 き 取 り 作 業 を 必 要 と せ ず に 、 該 遊 技 盤 に 付 着 し た 汚 れ 等
を 除 去 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 ま た 、 薄 膜 層 が 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る こ と に よ り 、 遊 技 盤 は 、 表 示 装 置 に 表 示 さ れ た
所 定 の 画 像 （ 識 別 情 報 の 可 変 表 示 や 演 出 画 像 等 ） を 、 該 遊 技 盤 を 介 し て 遊 技 者 に 視 認 さ せ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 本 発 明 の 第 １ の 特 徴 に お い て 、 光 触 媒 物 質 は 、 酸 化 チ タ ン に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と
が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 の 第 ２ の 特 徴 は 、 第 １ の 合 成 樹 脂 が 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト に よ っ て 構 成 さ れ て い る
こ と を 要 旨 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 か か る 特 徴 に よ れ ば 、 第 １ の 合 成 樹 脂 が 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ
と に よ り 、 大 入 賞 口 や 始 動 口 等 を 遊 技 盤 に 取 り 付 け る た め の 取 付 孔 を 、 遊 技 盤 を 切 削 す る
こ と に よ っ て 形 成 す る 場 合 に 、 遊 技 盤 を 容 易 に 切 削 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 表 示 装 置 に 表 示 さ れ た 所 定 の 画 像 を 視 認 可 能 と す る と と も に 、 ホ ー ル
の 従 業 員 等 に よ る 拭 き 取 り 作 業 を 必 要 と せ ず に 、 付 着 し た 汚 れ 等 を 除 去 す る こ と が で き る
遊 技 盤 を 備 え た 遊 技 機 を 提 供 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 を 、 図 面 を 参 照 し な が ら 具 体 的 に 説 明 す る 。
な お 、 各 図 面 に お い て は 、 同 一 の 部 材 に は 同 一 の 符 号 を 付 し て お り 、 以 下 の 説 明 に お い て
、 重 複 し た 説 明 は 省 略 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
（ 遊 技 機 の 構 成 ）
　 以 下 に お い て 、 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 機 の 構 成 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す
る 。 図 １ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 機 １ の 概 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 １ に 示 す よ う に 、 遊 技 機 １ は 、 遊 技 機 １ を 遊 技 場 に 設 置 す る た め の 外 枠 １ ０ と 、 外 枠
１ ０ の 前 面 側 に 開 閉 可 能 に 設 け ら れ た 内 枠 ２ ０ と 、 遊 技 球 が 流 下 す る 遊 技 領 域 が 設 け ら れ
た 遊 技 盤 ３ ０ と 、 回 転 操 作 さ れ る こ と に よ っ て 遊 技 領 域 に 遊 技 球 を 発 射 す る よ う に 構 成 さ
れ た 発 射 ハ ン ド ル ９ と を 具 備 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 遊 技 盤 ３ ０ 上 の 遊 技 領 域 に は 、 誘 導 部 材 ３ と 、 誘 導 部 材 ４ と 、 一 般 入 賞 口 ５ と 、
始 動 口 ６ と 、 大 入 賞 口 ７ と 、 ア ウ ト 口 ８ と が 設 け ら れ て い る 。 な お 、 図 １ に お い て は 、 遊
技 領 域 に 設 け ら れ た 釘 は 省 略 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 誘 導 部 材 ３ は 、 遊 技 盤 ３ ０ 上 の 遊 技 領 域 の 上 方 に 設 け ら れ 、 遊 技 領 域 に 発 射 さ れ た 遊 技
球 の 流 下 方 向 を 変 化 さ せ る も の で あ る 。 ま た 、 誘 導 部 材 ４ は 、 誘 導 部 材 ３ の 下 方 に 設 け ら
れ 、 遊 技 領 域 に 発 射 さ れ た 遊 技 球 の 流 下 方 向 を 変 化 さ せ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 一 般 入 賞 口 ５ は 、 一 般 入 賞 口 ５ に 遊 技 球 が 入 球 す る と 、 所 定 数 （ 例 え ば 、 １ ５ 個 ） の 遊
技 球 が 賞 球 と し て 払 い 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 始 動 口 ６ は 、 始 動 口 ６ 内 に 設 け ら れ た 始 動 領 域 を 遊 技 球 が 通 過 す る と 、 遊 技 状 態 を 大 当
り 状 態 に 移 行 さ せ る か 否 か の 判 定 （ 大 当 り 判 定 ） に 用 い る 乱 数 が 抽 出 さ れ る よ う に 構 成 さ
れ て い る 。 ま た 、 始 動 口 ６ は 、 始 動 口 ６ に 遊 技 球 が 入 球 す る と 、 所 定 数 （ 例 え ば 、 １ ０ 個
） の 遊 技 球 が 賞 球 と し て 払 い 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 大 入 賞 口 ７ は 、 遊 技 状 態 が 大 当 り 状 態 に 移 行 さ れ る と 、 所 定 の 条 件 に 従 っ て 開 閉 す る よ
う に 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 大 入 賞 口 ７ は 、 大 入 賞 口 ７ に 遊 技 球 が 入 球 す る と 、 所 定 数 （
例 え ば 、 １ ５ 個 ） の 遊 技 球 が 賞 球 と し て 払 出 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ア ウ ト 口 ８ は 、 一 般 入 賞 口 ５ 、 始 動 口 ６ 及 び 大 入 賞 口 ７ 等 の 何 れ に も 入 球 し な か っ た 遊
技 球 を 受 け 入 れ る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 ２ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 機 １ に 設 け ら れ た 遊 技 盤 ３ ０ 、 ス ペ ー サ ４ ０ 及 び 液 晶
表 示 装 置 ５ ０ の 配 置 関 係 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。 図 ２ に 示 す よ う に 、 遊 技 盤 ３ ０ の 裏 面 側 に
は 、 ス ペ ー サ ４ ０ が 配 置 さ れ 、 該 ス ペ ー サ ４ ０ の 裏 面 側 に は 、 液 晶 表 示 装 置 ５ ０ が 配 置 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 遊 技 盤 ３ ０ は 、 所 定 の 透 明 性 （ 例 え ば 、 光 の 透 過 率 が ５ ０ ％ 以 上 ） を 有 す
る 合 成 樹 脂 （ 例 え ば 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。 ま た 、 遊 技 盤 ３ ０ に
は 、 誘 導 部 材 ３ を 取 り 付 け る た め の 取 付 孔 ３ １ と 、 誘 導 部 材 ４ を 取 り 付 け る た め の 取 付 孔
３ ２ と 、 始 動 口 ６ を 取 り 付 け る た め の 取 付 孔 ３ ３ と 、 大 入 賞 口 ７ を 取 り 付 け る た め の 取 付
孔 ３ ４ と が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 遊 技 盤 ３ ０ に は 、 遊 技 領 域 に 発 射 さ れ た 遊 技 球 の 流
下 方 向 を 変 化 さ せ る 複 数 の 釘 ２ （ 図 ２ で は 、 １ 本 の み を 図 示 ） を 取 り 付 け る た め の 釘 下 孔
３ ５ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ス ペ ー サ ４ ０ は 、 遊 技 盤 ３ ０ に 取 り 付 け ら れ た 始 動 口 ６ や 大 入 賞 口 ７ の 裏 機 構 （ ソ レ ノ
イ ド 等 ） が 液 晶 表 示 装 置 ５ ０ に 接 触 し な い よ う に す る た め の ス ペ ー ス を 、 遊 技 盤 ３ ０ と 液
晶 表 示 装 置 ５ ０ と の 間 に 形 成 す る た め の も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
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　 液 晶 表 示 装 置 ５ ０ は 、 識 別 情 報 （ 例 え ば 、 特 別 図 柄 ） の 可 変 表 示 、 遊 技 を 盛 り 上 げ る た
め の 演 出 画 像 等 を 表 示 す る 。 な お 、 遊 技 者 は 、 液 晶 表 示 装 置 ５ ０ に 表 示 さ れ た 所 定 の 画 像
を 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 遊 技 盤 ３ ０ を 介 し て 視 認 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ３ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。 図 ３ に 示 す よ う に 、 遊 技
盤 ３ ０ に は 、 上 述 し た 取 付 孔 ３ １ 、 取 付 孔 ３ ２ 、 取 付 孔 ３ ３ 、 取 付 孔 ３ ４ 及 び 釘 下 孔 ３ ５
が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 具 体 的 に は 、 誘 導 部 材 ３ は 、 取 付 孔 ３ １ に 嵌 め 込 ま れ る と と も に 、 誘 導 部 材 ３ に 設 け ら
れ た 所 定 の 爪 （ 不 図 示 ） が 遊 技 盤 ３ ０ の 裏 面 側 に 係 止 さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に
固 定 さ れ る 。 な お 、 誘 導 部 材 ３ は 、 ね じ 止 め さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ
て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 誘 導 部 材 ４ は 、 取 付 孔 ３ ２ に 嵌 め 込 ま れ る と と も に 、 誘 導 部 材 ４ に 設 け ら れ た 所 定 の 爪
（ 不 図 示 ） が 遊 技 盤 ３ ０ の 裏 面 側 に 係 止 さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ る 。
な お 、 誘 導 部 材 ４ は 、 ね じ 止 め さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 始 動 口 ６ は 、 取 付 孔 ３ ３ に 嵌 め 込 ま れ る と と も に 、 始 動 口 ６ に 設 け ら れ た 所 定 の 爪 （ 不
図 示 ） が 遊 技 盤 ３ ０ の 裏 面 側 に 係 止 さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ る 。 な お
、 始 動 口 ６ は 、 ね じ 止 め さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 大 入 賞 口 ７ は 、 取 付 孔 ３ ４ に 嵌 め 込 ま れ る と と も に 、 大 入 賞 口 ７ に 設 け ら れ た 所 定 の 爪
（ 不 図 示 ） が 遊 技 盤 ３ ０ の 裏 面 側 に 係 止 さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ る 。
な お 、 大 入 賞 口 ７ は 、 ね じ 止 め さ れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 釘 ２ は 、 螺 旋 状 に 形 成 さ れ た 凸 部 （ ね じ 山 ） を 有 し 、 螺 旋 状 に 形 成 さ れ た 凹 部 （ ね じ 谷
） を 内 側 に 有 す る 釘 下 孔 ３ ５ に ね じ 込 ま れ る こ と に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
（ 遊 技 盤 の 形 成 方 法 ）
　 以 下 に お い て 、 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 形 成 方 法 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が
ら 説 明 す る 。 図 ４ は 、 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 形 成 方 法 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ４ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ １ ０ ０ に お い て 、 所 定 の 透 明 性 （ 例 え ば 、 光 の 透 過 率 が ５
０ ％ 以 上 ） を 有 す る 合 成 樹 脂 （ 粒 上 の 材 料 ） を 、 板 状 の 合 成 樹 脂 板 （ 第 １ 段 階 ） を 形 成 す
る 押 出 し 成 形 機 に 投 入 す る 。 な お 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 と は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー
ト 、 ア ク リ ル 系 樹 脂 、 ポ リ エ チ レ ン 等 の 合 成 樹 脂 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ス テ ッ プ １ １ ０ に お い て 、 押 出 し 成 形 機 は 、 投 入 さ れ た 合 成 樹 脂 を 加 工 す る こ と に よ っ
て 、 板 状 の 合 成 樹 脂 板 （ 第 １ 段 階 ） を 成 形 す る 。 具 体 的 に は 、 押 出 し 成 形 機 は 、 投 入 さ れ
た 合 成 樹 脂 に 熱 を 加 え る こ と に よ っ て 、 該 合 成 樹 脂 を 溶 融 す る と と も に 、 溶 融 さ れ た 合 成
樹 脂 （ 溶 融 樹 脂 ） を 、 金 型 を 通 じ て 押 出 す 。 ま た 、 押 出 し 成 形 機 は 、 金 型 を 通 じ て 押 出 さ
れ た 溶 融 樹 脂 を 冷 却 し 、 板 状 の 合 成 樹 脂 板 （ 第 １ 段 階 ） を 成 形 す る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 な お 、 合 成 樹 脂 板 （ 第 １ 段 階 ） は 、 １ 枚 の 合 成 樹 脂 板 （ 第 １ 段 階 ） か ら 所 定 枚 数 （ 本 実
施 形 態 で は ４ 枚 ） 分 の 基 盤 （ 遊 技 盤 ３ ０ ） を 切 り 出 す こ と が で き る 大 き さ （ 例 え ば 、 ８ ８
０ ｍ ｍ × ９ ２ ５ ｍ ｍ × １ ０ ． ５ ｍ ｍ ） を 有 す る も の と す る 。 ま た 、 押 出 し 成 形 機 に よ っ て
成 形 さ れ た 合 成 樹 脂 板 （ 第 １ 段 階 ） は 、 該 合 成 樹 脂 板 （ 第 １ 段 階 ） を 切 り 離 す ダ イ シ ン グ
装 置 に 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ス テ ッ プ １ ２ ０ に お い て 、 ダ イ シ ン グ 装 置 は 、 押 出 し 成 形 機 に よ っ て 成 型 さ れ た 合 成 樹
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脂 板 （ 第 １ 段 階 ） を 、 所 定 枚 数 （ 本 実 施 形 態 で は ４ 枚 ） の 基 盤 （ 遊 技 盤 ３ ０ ） に 切 り 離 す
。 な お 、 １ 枚 の 基 盤 の 大 き さ は 、 ４ ２ ８ ｍ ｍ × ４ ５ ０ ｍ ｍ × １ ０ ． ５ ｍ ｍ で あ る も の と す
る 。 ま た 、 ダ イ シ ン グ 装 置 に よ っ て 切 り 離 さ れ た 各 基 盤 は 、 基 盤 の 表 面 に 薄 膜 層 を 形 成 す
る 装 置 （ 溶 剤 を 塗 布 す る 塗 布 装 置 や 塗 布 さ れ た 溶 剤 を 乾 燥 さ せ る 遠 赤 処 理 装 置 等 ） に 搬 送
さ れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ス テ ッ プ １ ３ ０ に お い て 、 塗 布 装 置 は 、 光 触 媒 物 質 （ 例 え ば 、 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ）
） 等 を 含 む 溶 剤 を 基 盤 の 表 面 側 に 噴 射 （ ス プ レ ー ） す る こ と に よ っ て 、 該 溶 剤 を 基 盤 の 表
面 側 に 塗 布 す る 。 ま た 、 遠 赤 処 理 装 置 は 、 基 盤 に 塗 布 さ れ た 溶 剤 を 乾 燥 さ せ る こ と に よ っ
て 、 基 盤 の 表 面 側 に 薄 膜 層 を 形 成 す る （ 薄 膜 層 形 成 工 程 ） 。 な お 、 こ の 薄 膜 層 形 成 工 程 の
詳 細 に つ い て は 、 後 述 ず る （ 図 ５ を 参 照 ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 な お 、 表 面 側 及 び 裏 面 側 に 薄 膜 層 が 形 成 さ れ た 基 盤 （ 合 成 樹 脂 板 （ 第 ２ 段 階 ） ） は 、 取
付 孔 ３ １ ～ 取 付 孔 ３ ４ 及 び 釘 下 孔 ３ ５ を 形 成 す る ル ー タ 加 工 装 置 に 搬 送 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ス テ ッ プ １ ４ ０ に お い て 、 ル ー タ 加 工 装 置 は 、 所 定 の 加 工 デ ー タ に 基 づ い て 、 合 成 樹 脂
板 （ 第 ２ 段 階 ） を 切 削 す る こ と に よ っ て 、 取 付 孔 ３ １ ～ 取 付 孔 ３ ４ 及 び 釘 下 孔 ３ ５ を 形 成
す る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 以 下 に お い て 、 上 述 し た 薄 膜 層 形 成 工 程 に つ い て 、 図 面 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。 図 ５
は 、 本 実 施 形 態 に お け る 薄 膜 層 形 成 工 程 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 図 ５ に 示 す よ う に 、 ス テ ッ プ １ ３ １ に お い て 、 前 処 理 装 置 は 、 基 盤 の 表 面 側 に 熱 を 加 え
る 処 理 （ 前 処 理 ） を 行 う 。 具 体 的 に は 、 前 処 理 装 置 は 、 前 処 理 装 置 に 備 え ら れ た バ ー ナ ー
等 に よ っ て 基 盤 の 表 面 側 に 熱 を 加 え る こ と に よ っ て 、 基 盤 の 表 面 側 に ケ イ 素 皮 膜 を 形 成 す
る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ス テ ッ プ １ ３ ２ に お い て 、 除 塵 ・ 除 電 装 置 は 、 基 盤 の 表 面 側 に 付 着 し て い る 塵 や 基 盤 の
表 面 に 帯 電 し て い る 静 電 気 を 取 り 除 く 処 理 （ 塵 除 ・ 除 電 処 理 ） を 行 う 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 ス テ ッ プ １ ３ ３ に お い て 、 塗 布 装 置 は 、 光 触 媒 物 質 （ 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） ） を 含 む
溶 剤 を 、 基 盤 の 表 面 側 に 噴 射 （ ス プ レ ー ） す る こ と に よ っ て 、 該 溶 剤 を 基 盤 の 表 面 側 に 塗
布 す る 処 理 （ 塗 布 処 理 ） を 行 う 。 例 え ば 、 塗 布 装 置 は 、 チ タ ン ア ル コ シ キ ド を 加 水 分 解 し
た 後 に 、 少 量 の 塩 酸 等 を 加 え た 溶 剤 を 、 基 盤 の 表 面 側 に 噴 射 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 塗 布 装 置 は 、 溶 剤 の 入 っ た 溶 剤 槽 に 基 盤 を 浸 漬 す る こ と に よ っ て 、 該 溶 剤 を 基 盤
の 表 面 側 に 塗 布 し て も よ い （ デ ィ ッ ピ ン グ ） 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 ス テ ッ プ １ ３ ４ に お い て 、 遠 赤 処 理 装 置 は 、 基 盤 の 表 面 側 に 塗 布 さ れ た 溶 剤 を 乾 燥 さ せ
る 処 理 （ 遠 赤 処 理 ） を 行 う 。 具 体 的 に は 、 遠 赤 処 理 装 置 は 、 基 盤 の 表 面 側 に 塗 布 さ れ た 溶
剤 （ 光 触 媒 物 質 （ 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） ） を 含 む 溶 剤 ） を 乾 燥 さ せ る こ と に よ っ て 、 粒
子 の 直 径 が １ μ ｍ 以 下 の 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） に よ っ て 構 成 さ れ た 薄 膜 層 を 、 基 盤 の 表
面 側 に 形 成 す る （ ゾ ル ゲ ル 法 ） 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
（ 遊 技 盤 の 構 成 ）
　 以 下 に お い て 、 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 構 成 に つ い て 説 明 す る 。 図 ６ は 、 本 実
施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 図 ６ に 示 す よ う に 、 遊 技 盤 ３ ０ は 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 合 成 樹 脂 （ ポ リ カ ー ボ ネ ー ト
） に よ っ て 形 成 さ れ た 基 盤 ６ ０ と 、 光 触 媒 物 質 （ 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） ） に よ っ て 基 盤
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６ ０ の 表 面 側 に 形 成 さ れ 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 薄 膜 層 ６ １ と に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 基 盤 ６ ０ は 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト に よ っ て 形 成 さ れ 、 所 定 の 透 明 性 （ 光 の 透 過 率 が ５ ０ ％
以 上 ） を 有 す る 。 ま た 、 薄 膜 層 ６ １ は 、 粒 子 の 直 径 が １ μ ｍ 以 下 の 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２

） に よ っ て 形 成 さ れ 、 所 定 の 透 明 性 （ 光 の 透 過 率 が ５ ０ ％ 以 上 ） を 有 す る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 上 述 し た 薄 膜 層 ６ １ は 、 ホ ー ル 内 の 照 明 や ホ ー ル 外 か ら の 太 陽 光 等 に 含 ま れ る 紫 外 線 （
波 長 が ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 ） が 照 射 さ れ る こ と に よ っ て 、 薄 膜 層 ６ １ （ 遊 技 盤 ３ ０ ） の 表 面 側
に 付 着 し た 汚 れ 等 （ 手 垢 や タ バ コ の ヤ ニ ） を 分 解 す る 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 具 体 的 に は 、 薄 膜 層 ６ １ は 、 紫 外 線 が 照 射 さ れ る こ と に よ っ て 、 電 子 及 び 正 孔 を 生 成 し
、 生 成 さ れ た 電 子 及 び 正 孔 は 、 水 や 酸 素 等 と 反 応 す る こ と に よ っ て 、 Ｏ Ｈ ラ ジ カ ル や ス ー
パ ー オ キ サ イ ド ア ニ オ ン （ Ｏ ２

－ ） 等 の 活 性 酸 素 を 生 成 す る 。 こ こ で 、 活 性 酸 素 の エ ネ ル
ギ ー は 、 １ ２ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｍ ｏ ｌ で あ る の に 対 し 、 有 機 物 等 （ 薄 膜 層 ６ １ の 表 面 側 に 付 着
し た 汚 れ 等 ） を 構 成 す る 分 子 （ 炭 素 － 炭 素 、 炭 素 － 窒 素 、 酸 素 － 水 素 、 窒 素 － 水 素 ） の 結
合 エ ネ ル ギ ー は 、 １ ０ ０ ｋ ｃ ａ ｌ ／ ｍ ｏ ｌ 前 後 で あ る 。 従 っ て 、 生 成 さ れ た 活 性 酸 素 は 、
有 機 物 等 を 構 成 す る 分 子 の 結 合 を 切 り 離 す こ と が で き る 。 す な わ ち 、 薄 膜 層 ６ １ は 、 紫 外
線 の 照 射 に よ っ て 生 成 さ れ た 活 性 酸 素 の 酸 化 力 ・ 還 元 力 に よ っ て 、 薄 膜 層 ６ １ （ 遊 技 盤 ３
０ ） の 表 面 側 に 付 着 し た 汚 れ 等 を 分 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 な お 、 基 盤 ６ ０ の 表 面 側 に 塗 布 さ れ る 溶 剤 は 、 ク ロ ム や バ ナ ジ ウ ム 等 の 金 属 イ オ ン を 加
え た 酸 化 チ タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） に よ っ て 構 成 さ れ て い て も よ い 。 こ の よ う な 溶 剤 に よ っ て 形
成 さ れ た 薄 膜 層 ６ １ は 、 紫 外 線 （ 波 長 が ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 下 ） だ け で は な く 、 可 視 光 線 （ 波 長
が ４ ０ ０ ｎ ｍ 以 上 ） が 照 射 さ れ る こ と に よ っ て も 、 活 性 酸 素 を 生 成 し 、 薄 膜 層 ６ １ の 表 面
側 に 付 着 し た 汚 れ 等 （ 有 機 物 等 ） を 分 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 な お 、 薄 膜 層 ６ １ は 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ に 代 え て 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ よ り も 酸 素 の 含 有 比 率 が 低 い 酸 化 チ
タ ン （ Ｔ ｉ Ｏ 、 Ｔ ｉ ２ Ｏ ３ 、 Ｔ ｉ ３ Ｏ ５ 等 ） に よ っ て 形 成 さ れ て い て も よ い 。 ま た 、 薄 膜
層 ６ １ は 、 Ｔ ｉ Ｏ ２ に 代 え て 、 Ｚ ｎ 、 Ｚ ｒ 、 Ｈ ｆ 等 を 主 体 と す る 酸 化 物 無 機 物 質 に よ っ て
形 成 さ れ て い て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 さ ら に 、 薄 膜 層 ６ １ は 、 基 盤 ６ ０ の 表 面 側 に 加 え て 、 基 盤 ６ ０ の 裏 面 側 に 形 成 さ れ て い
て も よ い 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
（ 遊 技 盤 の 作 用 、 及 び 、 効 果 ）
　 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ に よ れ ば 、 光 触 媒 物 質 （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） に よ っ て 形 成 さ れ た
薄 膜 層 ６ １ が 基 盤 ６ ０ の 表 面 側 に 形 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 遊 技 盤 ３ ０ は 、 ホ ー ル 内 の
照 明 や ホ ー ル 外 か ら の 太 陽 光 の 照 射 に よ っ て 、 遊 技 盤 ３ ０ の 表 面 側 に 付 着 し た 汚 れ （ 手 垢
や タ バ コ の ヤ ニ 等 ） を 、 ホ ー ル の 従 業 員 等 に よ る 拭 き 取 り 作 業 を 必 要 と せ ず に 除 去 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 基 盤 ６ ０ の 表 面 側 に 、 所 定 の 透 明 性 を 有 す る 薄 膜 層 ６ １ が 形 成 さ れ て い る こ と に
よ り 、 遊 技 盤 ３ ０ は 、 液 晶 表 示 装 置 ５ ０ に 表 示 さ れ た 所 定 の 画 像 （ 識 別 情 報 の 可 変 表 示 や
演 出 画 像 等 ） を 、 該 遊 技 盤 ３ ０ を 介 し て 遊 技 者 に 視 認 可 能 と す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 さ ら に 、 基 盤 ６ ０ が 、 ポ リ カ ー ボ ネ ー ト に よ っ て 構 成 さ れ て い る こ と に よ り 、 始 動 口 ６
、 大 入 賞 口 ７ 及 び 釘 ２ を 遊 技 盤 ３ ０ に 取 り 付 け る た め の 取 付 孔 ３ １ ～ 取 付 孔 ３ ４ 及 び 釘 下
孔 ３ ５ を 、 遊 技 盤 を 切 削 す る こ と に よ っ て 形 成 す る 場 合 に 、 遊 技 盤 ３ ０ を 容 易 に 切 削 す る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ １ 】
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　 ま た 、 遠 赤 処 理 装 置 が 、 基 盤 ６ ０ に 塗 布 さ れ た 溶 剤 （ 光 触 媒 物 質 （ Ｔ ｉ Ｏ ２ ） 等 を 含 む
） を 遠 赤 処 理 （ ス テ ッ プ １ ３ ４ ） に よ っ て 乾 燥 さ せ る た め 、 遠 赤 処 理 装 置 は 、 該 溶 剤 を 短
時 間 で 乾 燥 さ せ る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ６ ２ 】
【 図 １ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 機 １ の 概 観 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 機 １ に 設 け ら れ た 遊 技 盤 ３ ０ 、 ス ペ ー サ ４ ０ 及 び 液 晶 表
示 装 置 ５ ０ の 配 置 関 係 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 拡 大 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 形 成 方 法 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 実 施 形 態 に お け る 薄 膜 層 形 成 工 程 を 示 す フ ロ ー 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 実 施 形 態 に お け る 遊 技 盤 ３ ０ の 構 成 を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ３ 】
　 １ ・ ・ ・ 遊 技 機 、 ２ ・ ・ ・ 釘 、 ３ ・ ・ ・ 誘 導 部 材 、 ３ ａ 、 ３ ｂ ・ ・ ・ 誘 導 口 、 ４ ・ ・ ・
誘 導 部 材 、 ４ ａ 、 ４ ｂ ・ ・ ・ 誘 導 口 、 ５ ・ ・ ・ 一 般 入 賞 口 、 ６ ・ ・ ・ 始 動 口 、 ７ ・ ・ ・ 大
入 賞 口 、 ８ ・ ・ ・ ア ウ ト 口 、 ９ ・ ・ ・ 発 射 ハ ン ド ル 、 １ ０ ・ ・ ・ 外 枠 、 ２ ０ ・ ・ ・ 内 枠 、
３ ０ ・ ・ ・ 遊 技 盤 、 ３ １ ～ ３ ４ ・ ・ ・ 取 付 孔 、 ３ ５ ・ ・ ・ 釘 下 孔 、 ４ ０ ・ ・ ・ ス ペ ー サ 、
５ ０ ・ ・ ・ 表 示 装 置 、 ６ ０ ・ ・ ・ 基 盤 、 ６ １ ・ ・ ・ 薄 膜 層
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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